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は
じ
め
に

　

こ
の
冊
子
は
、
当
セ
ン
タ
ー
が
二
〇
二
二（
令
和
四
）年
度
に
実
施
し
た
発
掘
調
査
事
業
や
普
及
活
動
事
業
な
ど
の
概
要
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 

　

お
よ
そ
三
年
に
及
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
、
私
達
に
行
動
制
限
を
強
い
、
生
活
ス
タ
イ
ル
は
変
化
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
制
限
も
よ
う
や

く
緩
和
の
動
き
と
な
り
、
普
及
啓
発
事
業
等
も
開
催
形
式
の
変
更
な
ど
の
対
応
・
対
策
、
皆
様
の
御
協
力
に
よ
り
無
事
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
過
年
度
か
ら
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
今
治
道
路
や
松
山
駅
西
口
南
江
戸
線
の
建
設
お
よ
び
道
前
平
野
農
地
整
備
に
伴
う
発
掘
調
査
、
報
告
書
の
刊
行
な
ど

の
受
託
事
業
に
つ
い
て
も
問
題
な
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
書
が
地
域
に
お
け
る
歴
史
・
考
古
学
研
究
の
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
、
県
民
の
方
々
に
埋
蔵
文
化
財
保
護
の
重
要
性
に
対
す
る
理
解
と
、
地
域
の
歴
史
へ

の
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
役
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
各
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
御
指
導
・
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
諸
機
関
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
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私
た
ち
は
考
古
学
的
な
発
掘
調
査
、
お
よ
び
そ
の
成
果

を
後
世
に
残
す
報
告
書
の
作
成
に
必
要
な
遺
物
の
接
合
・

図
化
お
よ
び
各
種
デ
ー
タ
の
分
析
な
ど
の
整
理
作
業
を
あ

わ
せ
て「
埋
蔵
文
化
財
調
査
」と
よ
ん
で
い
ま
す
。

　

埋
蔵
文
化
財
は
法
律
に
よ
り
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

道
路
等
の
開
発
に
よ
り
破
壊
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

開
発
者
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、記
録
保
存
を
目
的
と
し
て
、

地
方
公
共
団
体
ま
た
は
当
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
団
体
が
埋

蔵
文
化
財
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
令
和
四
年
度
に
当
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た
発
掘

調
査
お
よ
び
報
告
書
の
刊
行
を
含
め
た
整
理
作
業
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

　

な
お
、
報
告
書
を
刊
行
し
た
遺
跡
の
詳
細
は
、
当
セ
ン

タ
ー
よ
り
各
図
書
館
等
に
寄
贈
し
て
い
る
報
告
書
お
よ
び

当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
P
D
F
に
て
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

Ⅰ 
発
掘
調
査
と
整
理
作
業

受託した発掘調査と整理作業
事業主体

（委託者）
事業名称 遺跡名

契約面積（m2）
住所 時期 備考

受託金額
（円）発掘調査 整理作業

国土交通省
（愛媛県） 

[ 一部今治市と
アロケーション ]

松山管内
埋蔵文化財

調査

F 五十嵐鼻遺跡 20.9 1,990.9 今治市五十嵐 弥生時代〜中世 報告書刊行 
（第 204 集）

G 別名端谷 I 遺跡 2 次 7,675 今治市別名 弥生時代・古代・
中世

H 別名端谷Ⅲ遺跡 9,663 
+[114.4] 今治市別名 弥生時代・中世・

近世 349,118,000 

I 小泉吹谷西遺跡 3,673.6 今治市小泉 弥生時代・中世・
近世

今治市
アロケーション

+[25,469,400]

新谷森ノ前遺跡 2 次 9,000 今治市新谷

新谷古新谷遺跡 2 次 7,000 今治市新田

農 林 水 産 省
（西条市）

道前平野
農地整備

事業

A 紫宸殿遺跡 1,060 西条市明理川 中世

130,687,700 

B 櫛引遺跡 500 西条市明理川 中世

C 桜井遺跡 3,089 西条市安用出作・
明理川 弥生時代・中世

D 北竹ノ下Ⅰ遺跡 740 西条市石延・安用
縄文時代・弥生
時代〜古墳時代・
中世

北竹ノ下Ⅰ・Ⅱ遺跡
南竹ノ下遺跡 17,135 西条市安用

E 宮之内遺跡 239 西条市宮之内 古代・中世

愛媛県
松山駅 
西口 

南江戸線
J 　町遺跡 4 次 3,926 松山市南江戸 古墳時代・中世 73,700,000 

井戸枠 検出状況…別名端谷Ⅰ遺跡 2 次　井戸枠 検出状況…別名端谷Ⅰ遺跡 2 次　

辻町遺跡

辻
町
遺
跡
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州
の
境
界
付
近
に
形
成
さ
れ
た
谷
底
平
野

お
よ
び
氾
濫
原
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
調
査
区
で
あ
る
3
区
は
、
令
和
元
年

度
に
調
査
を
実
施
し
た
1
・
2
区
の
約
30

ｍ
南
東
に
あ
り
ま
す
。

　

調
査
で
は
、
1
・
2
区
の
調
査
成
果
と

同
じ
く
、
中
世
の
水
田
あ
る
い
は
畑
を
区

画
す
る
と
考
え
ら
れ
る
溝
を
24
条
検
出
し

ま
し
た
。
幅
は
30
〜
60
㎝
、
深
さ
は
20
㎝

前
後
の
も
の
が
多
く
、
北
東
か
ら
南
西
方

向
に
伸
び
る
も
の
と
、
北
西
か
ら
南
東
方

向
へ
伸
び
る
も
の
が
直
交
し
て
い
ま
す
。

北
西
か
ら
南
東
方
向
へ
伸
び
る
溝
は
、
や

　

紫
宸
殿
遺
跡
は
、
道
前
平
野
の
中
央
に

位
置
し
、
大
だ
い
み
ょ
う
じ
ん
が
わ

明
神
川
扇
状
地
と
西
条
三
角

や
小
規
模
で
調
査
区
の
北
側
と
中
央
付
近

で
確
認
し
ま
し
た
。
52
号
溝
は
検
出
長
90

ｍ
で
、
調
査
区
の
ほ
ぼ
全
面
で
検
出
し
ま

し
た
。
北
側
に
あ
る
55
号
溝
と
T
字
状
に

つ
な
が
り
、
同
時
代
に
機
能
し
て
い
た
も

の
と
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
90°
に
屈
曲
す

る
溝
が
複
数
条
、
確
認
で
き
ま
し
た
。
3

区
は
、
条じ
ょ
う
り里
制
度
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た

一
坪
の
東
端
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
、
こ

れ
ら
の
溝
は
区
画
の
端
部
で
あ
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

　

溝
か
ら
は
、
土は

じ師
質し
つ

土
器
の
土
釜
・
備

前
焼
の
擂
鉢
・
木
製
品
な
ど
が
出
土
し
て

お
り
、
13
世
紀
後
半
以
降
に
生
産
域
と
し

て
開
発
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
、
明あ
か
り
が
わ

理
川
地
区
で
発
掘
調
査
を
実

施
し
た
紫
宸
殿
遺
跡
・
櫛
引
遺
跡
・
桜
井

遺
跡
は
、
条
里
制
度
の
研
究
結
果
か
ら
同

一
の
一
里
内
に
属
す
る
と
み
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
桜
井
遺
跡
2
区
は
西
端

付
近
、
紫
宸
殿
遺
跡
3
区
は
東
端
付
近
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
3
つ
の
遺
跡

を
比
較
・
検
討
し
、
13
世
紀
後
半
以
降
の

生
産
域
や
条
里
内
の
具
体
的
な
内
部
構
造

が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
田
）

紫
宸
殿
遺
跡

A

・所  在  地

　　西条市明理川

・所属時期

　　中世

・調査期間

　　令和5年1月～3月

・調査面積

　　1,060 ㎡

・調査原因

　　道前平野

　　　　農地整備事業

・担  当  者

　　増田晴美　佐藤直人

　　田中いづみ　佐野祐樹

ししんでんいせき

新
川
左
岸
に
広
が
る
中
世
の
生
産
域
1

櫛
引
遺
跡

B

・所  在  地

　　西条市明理川

・所属時期

　　中世

・調査期間

　　令和4年4月～8月

・調査面積

　　500㎡

・調査原因

　　道前平野

　　　　農地整備事業

・担  当  者

　　増田晴美　佐藤直人

　　田中いづみ　佐野祐樹

くしびきいせき

新
川
左
岸
に
広
が
る
中
世
の
生
産
域
2

佐
々
久
山

新

　川

A : 紫宸殿遺跡
B：櫛引遺跡
C：桜井遺跡

AAA

BBBCCC

大 明
神
川

50m0

3区

1区

2区

令和4年度調査

令和5年度調査予定

令和元年度調査

3区　52号溝完掘状況　

3区　55号溝・56号溝完掘状況　
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櫛
引
遺
跡
は
、
1
〜
5
区
の
5
箇
所
で

発
掘
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
1
区
か
ら

中
世
後
期
の
遺
構
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

主
な
検
出
遺
構
は
溝
13
条
で
す
。
こ
の

う
ち
、2
号
〜
12
号
溝
は
N-

50°-

E（
北

か
ら
50°
東
に
振
る
）
前
後
に
方
角
を
揃
え

て
掘
削
さ
れ
て
い
ま
す
。
遺
跡
の
所
在
す

る
明
理
川
地
区
は
古
代
に
お
い
て
、
桑
村

郡
に
属
し
て
い
ま
し
た
。
桑
村
郡
の
条
里

方
向
は
N-

41°-

W
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
直
角
に
交
差
す
る
方
位

を
示
す
こ
れ
ら
の
溝
群
は
、
条
里
制
の
施

行
後
に
掘
削
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
遺
物
が
少
量
の
た
め
詳
し
い
時
期
は

不
明
で
す
が
、
溝
内
か
ら
13
世
紀
後
半
か

ら
14
世
紀
代
の
土
師
質
土
器
の
土
釜
が
出

土
し
て
い
ま
す
。
溝
の
周
囲
に
建
物
の
痕

跡
が
な
い
こ
と
か
ら
、
水
田
あ
る
い
は
畑

を
区
画
す
る
溝
の
一
部
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

遺
跡
の
所
在
す
る
明
理
川
地
区
は
紫
宸

殿
遺
跡
・
桜
井
遺
跡
で
も
同
時
代
の
生
産

遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
産
遺
跡

の
調
査
事
例
は
愛
媛
県
内
で
も
少
な
く
、

こ
の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
て
確
認
で
き
た
こ

と
は
、
大
き
な
成
果
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
こ
れ
ら
の
遺
構
は
、
い
ず
れ
も
13
世

紀
後
半
以
降
に
構
築
を
開
始
し
て
い
る
こ

と
、
遺
跡
内
か
ら
古
代
〜
中
世
前
半
期
の

遺
物
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
13
世
紀
前
半

ま
で
あ
ま
り
土
地
の
利
用
が
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
13
世

紀
後
半
以
降
、
安
定
し
た
堆
積
環
境
と
な

り
生
産
域
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

（
増
田
）

櫛
引
遺
跡

B

・所  在  地

　　西条市明理川

・所属時期

　　中世

・調査期間

　　令和4年4月～8月

・調査面積

　　500㎡

・調査原因

　　道前平野

　　　　農地整備事業

・担  当  者

　　増田晴美　佐藤直人

　　田中いづみ　佐野祐樹

くしびきいせき

新
川
左
岸
に
広
が
る
中
世
の
生
産
域
2

5.9m5.9m

6.0m6.0m5.8m5.8m

5.9m5.9m

5.8m5.8m

6.0m6.0m

5.9m5.9m

8号溝8号溝

7号溝7号溝

10号溝10号溝
6号溝6号溝5号溝5号溝

4号溝4号溝

3号溝3号溝

2号溝2号溝

1号溝1号溝

11号溝11号溝

9号溝9号溝

12号溝12号溝

13号溝13号溝
5m0

50m0

5区

4区

2区

1区
3区

1 区　遺構配置図　1 区　遺構配置図　
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桜
井
遺
跡
は
、
令
和
2
年
度
の
1
区
の

調
査
に
続
い
て
、
今
年
度
は
2
〜
4
区
の

3
箇
所
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
行
政

上
は
2
区
が
西
条
市
明
理
川
、
3
・
4
区

は
西
条
市
安や
す
も
ち用
出で

作さ
く

に
所
在
し
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
、
弥
生
時
代
終
末
期
〜
古

墳
時
代
初
頭
・
中
世
後
期
の
遺
構
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

弥
生
時
代
終
末
期
か
ら
古
墳
時
代
初
頭

の
遺
構
は
、
2
区
に
お
い
て
土
坑
3
基
を

検
出
し
ま
し
た
。
土
坑
内
か
ら
の
出
土
遺

物
が
少
な
く
、
詳
し
い
時
期
に
つ
い
て
は

不
明
で
す
。
こ
の
時
期
の
遺
構
は
、
1
区

の
東
側
で
竪
穴
建
物
1
棟
を
確
認
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
今
年
度
の
調
査
で
は
す

べ
て
の
調
査
区
で
、
建
物
な
ど
の
明
ら
か

な
集
落
跡
は
検
出
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
遺
跡
西
側
の
4
区
で
は
広
範
囲
に

わ
た
っ
て
、
不
安
定
な
氾
濫
原
堆
積
物
が

存
在
し
、
居
住
す
る
に
は
不
適
当
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
成
果
か
ら
、

1
区
を
含
め
た
各
調
査
区
は
集
落
の
縁
辺

部
に
あ
た
り
、
居
住
域
は
よ
り
北
側
に
広

が
っ
て
い
る
も
の
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

中
世
後
期
の
遺
構
は
、
2
区
を
中
心
に

溝
60
条
以
上
、
自
然
流
路
3
条
を
確
認
し

ま
し
た
。
検
出
し
た
溝
は
、
ほ
と
ん
ど
が

古
代
桑
村
郡
の
条
里
方
向
で
あ
る
N-

41°

-

W
を
向
く
か
、
そ
れ
に
直
交
し
て
掘
削

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
水
田
や
畑

作
の
生
産
域
を
区
画
す
る
溝
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
全
体
的
に
直
線
的
に
掘
削
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
16
号
溝
の
よ
う
に
途
中
で
蛇

桜
井
遺
跡

C

・所  在  地

　　西条市安用出作・明理川

・所属時期

　　弥生時代・中世

・調査期間

　　令和4年5月～12月

・調査面積

　　3,089 ㎡

・調査原因

　　道前平野

　　　　農地整備事業

・担  当  者

　　増田晴美　佐藤直人

　　田中いづみ　佐野祐樹

さくらいいせき

新
川
左
岸
に
広
が
る
中
世
の
生
産
域
3

8.8m8.8m

8.7m8.7m

8.6m8.6m

8.7m8.7m

16号溝16号溝

18号溝18号溝

20号溝20号溝

5m0

50m0

2区

1区

3区

4区

調査終了箇所(令和2年度)
今年度調査実施箇所

2 区　上層遺構配置図（中世後期）　2 区　上層遺構配置図（中世後期）　
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行
し
た
り
、
18
・
20
号
溝
の
よ
う
に
90°
に

屈
曲
す
る
も
の
が
存
在
し
、
地
割
の
変
遷

過
程
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
溝
も
あ

り
ま
す
。

　

7
号
自
然
流
路
は
、
3
・
4
区
に
お
い

て
延
べ
68
ｍ
を
検
出
し
ま
し
た
。
幅
や
深

さ
が
ほ
ぼ
一
定
で
、
緩
く
蛇
行
す
る
箇
所

は
あ
り
ま
す
が
、
大
部
分
が
北
西
か
ら
南

東
へ
流
下
し
ま
す
。
こ
の
自
然
流
路
は
検

出
位
置
と
規
模
か
ら
、
1
区
の
上
流
部
分

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
遺
物
は
、
弥
生
土
器

や
須
恵
器
・
東と
う
ば
ん
け
い

播
系
須
恵
器
の
捏こ
ね
ば
ち鉢
・
土

師
質
土
器
の
土
釜
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま

す
。
1
区
か
ら
15
〜
16
世
紀
頃
の
遺
物
が

出
土
し
て
お
り
、
最
終
的
に
埋
没
し
た
の

は
中
世
後
半
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
遺
跡

の
北
西
に
は
、
佐
々
久
山
付
近
か
ら
派
生

し
た
埋
没
谷
が
存
在
し
て
お
り
、
4
区
で

は
こ
の
谷
の
一
部
と
み
ら
れ
る
堆
積
状
況

が
確
認
で
き
ま
し
た
。
地
形
か
ら
も
、
7

号
自
然
流
路
は
埋
没
谷
の
最
終
埋
没
の
様

子
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

2
区
で
検
出
し
た
生
産
域
が
遺
跡
西
側

の
3
・
4
区
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
7
号
自
然
流
路
よ
り
西
側
の
地

域
は
、
13
世
紀
後
半
に
な
っ
て
も
生
産
に

適
さ
な
い
土
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

（
増
田
）

10.0m10.0m

10.0m10.0m

10.1m10.1m

10.1m10.1m

9.9m9.9m

9.9m9.9m

9.6m9.6m

9.6m9.6m
9.7m9.7m

9.5m9.5m

9.4m9.4m

9.5m9.5m

9.5m9.5m

9.4m9.4m

9.7m9.7m

9.7m9.7m

9.8m9.8m

7 号自然流路7号自然流路

7号自然流路7号自然流路

10m0

2区　北側完掘状況　

4区　7号自然流路 土層断面　

4 区　遺構配置図　4 区　遺構配置図　
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北
竹
ノ
下
Ⅰ
遺
跡
は
、
高
縄
山
系
東
三

方
ヶ
森
の
山
麓
部
に
広
が
る
新
川
扇
状
地

扇
央
部
の
緩
斜
面
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果
、
縄
文
時
代
早
期
・
弥
生
時

代
後
期
〜
古
墳
時
代
初
頭
・
中
世
後
期
〜

近
世
初
頭
の
遺
構
・
遺
物
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
調
査
を
実
施
し
た
の
は
、

遺
跡
の
北
西
部
に
位
置
す
る
17
区
・
19
区
、

北
東
部
の
6a
区
の
3
箇
所
で
す
。

　

北
竹
ノ
下
I
遺
跡
の
堆
積
環
境
は
、
縄

文
時
代
早
期
以
降
に
形
成
さ
れ
た
扇
状
地

性
堆
積
物
が
ベ
ー
ス
と
な
り
、
そ
の
上
位

に
安
定
し
た
土
壌
化
層
が
複
数
形
成
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
本
遺
跡
北
東
部
に
位
置
す

る
6a
区
周
辺
は
、
中
世
以
前
ま
で
は
継
続

的
に
河
川
よ
り
土
砂
が
流
入
し
、
人
が
生

活
す
る
に
適
さ
な
い
環
境
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
区
に
お

け
る
検
出
遺
構
は
、
6a
区
で

土
坑
15
基
・
溝
3
条
・
小
穴

145
穴
、
17
区
で
竪
穴
建
物
2

棟
・
土
坑
17
基
・
小
穴
81
穴
、

19
区
で
竪
穴
建
物
7
棟
・
土

坑
7
基
・
土ど

き器
棺か
ん

墓ぼ

2
基
・

小
穴
72
穴
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

時
代
別
に
み
る
と
、
縄
文

時
代
で
は
、
17
区
の
弥
生
時

代
の
遺
構
形
成
層
下
面
か

ら
、
縄
文
時
代
早
期
の
落
と

し
穴
や
押お
し
が
た
も
ん

型
文
土
器
が
出
土

し
て
い
ま
す
。

　

弥
生
時
代
後
期
〜
古
墳

時
代
初
頭
で
は
、
17
区
で

弥
生
時
代
後
期
の
竪
穴
建
物

と
古
墳
時
代
初
頭
の
竪
穴
建

物
、
19
区
で
弥
生
時
代
後
期
の
竪
穴
建
物

や
土
器
棺
墓
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
17

区
で
確
認
し
た
弥
生
時
代
後
期
の
竪
穴
建

物
か
ら
、
吉
備
地
域
の
高
杯
や
讃
岐
か
ら

運
ば
れ
て
き
た
石
材
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
19
区
で
確
認
し
た
同
時
期

の
竪
穴
建
物
か
ら
は
産
地
の
特
定
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
伊
予
産
で
は
な
い

石
材
で
製
作
さ
れ
た
石い
し
ぼ
う
ち
ょ
う

庖
丁
も
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
弥
生
時
代
後
期
に

北
竹
ノ
下
Ⅰ
遺
跡

D

・所  在  地

　　西条市石延・安用

・所属時期

　　縄文時代・

　　弥生時代～古墳時代・

　　中世

・調査期間

　　令和4年4月～12月

・調査面積

　　740㎡

・調査原因

　　道前平野

　　　　農地整備事業

・担  当  者

　　増田晴美　佐藤直人

　　田中いづみ　佐野祐樹

きたたけのしたいち
いせき

道
前
平
野
に
広
が
る
弥
生
時
代
後
期
〜

         

　
　
　
　古
墳
時
代
初
頭
の
集
落
遺
跡

佐
々
久
山

6a区 6ｂ区

6ｂ区

18a区
7a区

8区

11a区

11b区

10区

9区

12a区12b区

14区

13区
15区

4a区

4b区

3a区

3b区

2区

1区

18ｂ区

17区

1b区

1a区1c区
2b区

2a区

3区

5区

4区

19区

今年度調査実施箇所
調査終了箇所

北竹ノ下I遺跡

北竹ノ下II遺跡

50m0

調査区配置図　調査区配置図　19区　7号土器棺墓　
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遠
隔
地
と
の
交
流
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
ま
で
に
調
査
を
実

施
し
た
9
区
・
12
区
・
13
区
で
も
同
様
の

時
期
の
竪
穴
建
物
が
確
認
さ
れ
て
い
る
た

め
、
本
遺
跡
北
西
部
と
南
東
部
が
集
落
の

中
心
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。

　

19
区
で
確
認
さ
れ
た
土
器
棺
墓
は
棺
身

の
壺
に
鉢
で
蓋
を
す
る
も
の
と
、
棺
身
の

壺
に
土
器
破
片
を
何
枚
も
重
ね
る
よ
う
に

蓋
を
す
る
も
の
の
2
基
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
両
者
の
埋
葬
形
態
の
差
が
何
を

意
味
す
る
の
か
、
今
後
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
人
骨
や
副

葬
品
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
回
の
調
査
で
土
器
棺
墓
の

検
出
は
計
8
基
を
数
え
、
本
遺
跡
の
よ
う

に
ま
と
ま
っ
た
検
出
例
は
少
な
く
、
弥
生

時
代
後
期
の
集
落
の
地
域
性
に
つ
い
て
考

え
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
り
え
ま
す
。

　

ま
た
、
本
遺
跡
の
西
側
に
は
前
年
度
ま

で
当
セ
ン
タ
ー
と
西
条
市
教
育
委
員
会
が

調
査
を
実
施
し
た
北
竹
ノ
下
II
遺
跡
が
隣

接
し
て
お
り
、
主
に
縄
文
時
代
早
期
・
弥

生
時
代
終
末
期
〜
古
墳
時
代
初
頭
の
大
き

く
2
時
期
の
遺
構
・
遺
物
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
北
竹
ノ
下
II
遺
跡

の
集
落
が
本
遺
跡
西
側
ま
で
広
が
っ
て
い

た
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

中
世
後
期
〜
近
世
初
頭
で

は
、
6a
区
の
小
穴
か
ら
捏こ
ね
ば
ち鉢

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
時
期

は
14
世
紀
後
半
頃
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査

か
ら
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ

集
落
が
山
麓
部
か
ら
低
地
部

に
移
動
す
る
事
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
低
地

部
は
中
世
以
前
ま
で
河
川
の

氾
濫
に
よ
り
砂
礫
が
継
続
的

に
流
入
す
る
た
め
、
人
が
生

活
す
る
に
は
適
さ
な
い
環
境

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
佐
藤
）

37.4m

37.3m

37.0m8 号
土器棺墓
8号
土器棺墓

7号
土器棺墓
7号
土器棺墓

36号
竪穴建物
36号
竪穴建物

33号
竪穴建物
33号
竪穴建物

37号
竪穴建物
37号
竪穴建物

34号
竪穴建物
34号
竪穴建物

32号
竪穴建物
32号
竪穴建物

38号
竪穴建物
38号
竪穴建物

35号
竪穴建物
35号
竪穴建物

226号
土坑
226号
土坑

228号
土坑
228号
土坑

227号
土坑
227号
土坑

232号
土坑
232号
土坑

230号
土坑
230号
土坑

231号
土坑
231号
土坑

70号溝70号溝

71号溝71号溝

5m0

17 区　31 号竪穴建物 完掘状況　17 区　31 号竪穴建物 完掘状況　

19区　8号土器棺墓　 19区　7号土器棺墓　19 区　遺構配置図　19 区　遺構配置図　
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宮
之
内
遺
跡
は
、
高
縄
山
系
東
三
方
ケ

森
を
水
源
と
す
る
大
明
神
川
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
扇
状
地
上
に
立
地
し
て
い
ま

す
。
調
査
の
結
果
、
古
代
後
期
〜
中
世
中

頃
に
か
け
て
の
遺
構
・
遺
物
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。今
年
度
調
査
を
実
施
し
た
の
は
、

遺
跡
の
南
東
部
に
位
置
す
る
6
区
の
1
箇

所
で
す
。

　

宮
之
内
遺
跡
の
堆
積
環
境
は
、
古
代
ま

で
の
河
川
に
よ
る
氾
濫
堆
積
物
を
ベ
ー
ス

と
し
て
、
そ
の
上
に
古
代
以
降
の
安
定
し

た
土
壌
化
層
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

検
出
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物
跡
2
棟
・

土
坑
7
基
・
溝
2
条
・
自
然
流
路
1
条
・

小
穴
73
穴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

古
代
の
主
な
遺
構
と
し
て
掘
立
柱
建
物

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
柱
穴
の
掘
方
は
1
ｍ

前
後
、
柱
間
距
離
が
約
2.4
ｍ
あ
り
、
大
き

な
建
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
1
号
掘
立
柱
建
物
に
重
複
す

る
2
号
掘
立
柱
建
物
は
、
柱
間
距
離
が
約

2
ｍ
程
度
で
柱
穴
の
規
模
が
や
や
縮
小
し

ま
す
。
建
物
は
そ
れ
ぞ
れ
の
主
軸
方
向
が

異
な
り
、
2
号
掘
立
柱
建
物
は
ほ
ぼ
真
北

を
、
1
号
掘
立
柱
建
物
は
北
西
方
向
を
指

向
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
建
物
は
、
南

側
を
流
れ
る
大
明
神
川
の
氾
濫
原
に
位
置

す
る
こ
と
か
ら
、
1
号
掘
立
柱
建
物
構
築

時
期
に
は
古
代
以
降
の
条
里
整
備
が
及
ば

ず
地
形
に
制
約
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ

の
後
、
2
号
掘
立
柱
建
物
構
築
時
期
に
は

条
里
に
則
っ
た
区
割
り
を
施
工
し
た
も
の

と
想
定
さ
れ
ま
す
。
柱
穴
か
ら
時
期
を
確

定
で
き
る
よ
う
な
遺
物
は
出
土
し
て
い
な

い
た
め
、
建
物
の
時
期
特
定
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
お
お
よ
そ
10
世
紀

以
降
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
世
で
は
、
土
坑
や
小
穴
な
ど

を
確
認
し
て
い
ま
す
。
遺
構
か
ら

は
、
白は
く

磁じ

碗わ
ん

や
備
前
焼
の
擂す
り
ば
ち鉢
・

東
播
系
須
恵
器
な
ど
が
出
土
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
然
流
路
で
は
、

下
位
部
か
ら
古
代
の
須
恵
器
や
土

釜
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
が
、

上
位
部
か
ら
糸
切
り
の
土は

じ

き
師
器
の

皿
や
瓦が

き器
な
ど
が
出
土
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
最
終
埋
没
は
概
ね
13

世
紀
以
降
と
み
ら
れ
ま
す
。
本
遺

跡
周
辺
で
は
、
古
代
以
降
に
安
定

し
て
堆
積
し
た
地
に
集
落
が
展
開

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

宮
之
内
地
区
は
中
世
の
荘
園
で
あ

る
吉
岡
荘
の
荘
域
内
に
位
置
す
る
重
要
な

地
域
で
す
が
、
今
回
の
調
査
で
は
詳
細
な

情
報
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
の

調
査
で
当
該
期
の
集
落
や
流
通
展
開
に
つ

い
て
、
詳
細
に
調
査
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

（
佐
藤
）

宮
之
内
遺
跡

 E

・所  在  地

　　西条市宮之内

・所属時期

　　古代・中世

・調査期間

　　令和5年2月～3月

・調査面積

　　239㎡

・調査原因

　　道前平野

　　　　農地整備事業

・担  当  者

　　増田晴美　佐藤直人

　　田中いづみ　佐野祐樹

古
代
〜
中
世
に
か
け
て
の
集
落
遺
跡

みやのうちいせき

五
十
嵐
鼻
遺
跡

F

・所  在  地

　　今治市五十嵐

・所属時期

　　中世

・調査期間

　　令和4年11月

・調査面積

　　20.9 ㎡

・調査原因

　　一般国道 196号

　　　　今治道路建設

・担  当  者

　　首藤久士

いかなしはな
いせき

令
和
元
年
度
の
追
加
調
査

佐
々
久
山

川
神明大

21.6m

21.7m

5m0

2号掘立柱建物

2号溝

1号掘立柱建物

6号土坑

1号自然流路

5号土坑

4号土坑

7号土坑

1号溝

1号土坑

2号土坑

3号土坑

1号掘立柱建物

2号掘立柱建物

6区　掘立柱建物 完掘状況6区　掘立柱建物 完掘状況　

6 区　遺構配置図　6 区　遺構配置図　
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五
十
嵐
鼻
遺
跡
は
今
治
平
野
の
南
西
側

に
位
置
し
、
蒼そ
う
じ
ゃ
が
わ

社
川
中
流
右
岸
の
五
十
嵐

丘
陵
は
、
作さ

礼れ
い

山さ
ん

よ
り
分
か
れ
北
西
側
へ

長
く
延
び
る
丘
陵
で
す
。
遺
跡
は
五
十
嵐

丘
陵
北
端
に
近
い
北
東
側
裾
部
に
所
在

し
、
蒼
社
川
へ
注
ぐ
谷た
に
や
ま
が
わ

山
川
に
隣
接
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
農
道
部
分
の
調
査
で
あ
り
、
下

の
図
の
よ
う
に
令
和
元
年
度
の
調
査
区
を

補
完
す
る
位
置
に
あ
た
り
ま
す
。
耕
作
土

直
下
で
北
東
側
を
中
心
に
包
含
層
が
分
布

し
て
い
ま
し
た
。
調
査
区
の
大
部
分
で
砂

層
の
堆
積
が
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
旧
河

道
の
影
響
が
及
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

遺
構
は
溝
2
条
と
小
穴
2
穴
が
検
出
さ

れ
ま
し
た
。
出
土
し
た
遺
物
か
ら
、
時
期

は
中
世
後
期
が
中
心
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

34
・
35
号
溝
は
と
も
に
令
和
元
年
度
調
査

区
の
延
長
上
で
検
出
さ
れ
て
お
り
、
両
者

は
隣
接
調
査
区
と
同
一
の
溝
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
首
藤
）

五
十
嵐
鼻
遺
跡

F

・所  在  地

　　今治市五十嵐

・所属時期

　　中世

・調査期間

　　令和4年11月

・調査面積

　　20.9 ㎡

・調査原因

　　一般国道 196号

　　　　今治道路建設

・担  当  者

　　首藤久士

いかなしはな
いせき

令
和
元
年
度
の
追
加
調
査

川
社

蒼

19.0
m

1a区（令和元年度調査）

2区（令和元年度調査）

1b区（令和元年度調査）

3a区（令和元年度調査）

3b区（令和元年度調査）

3c区（今回の調査場所）

35号溝

34号溝

34号溝

35号溝

35号溝

34号溝

5m0

遺構配置図　遺構配置図　 6 区　遺構配置図　6 区　遺構配置図　

完掘状況（南西より）　完掘状況（南西より）　
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別
名
端
谷
Ⅰ
遺
跡
は
今
治
平
野
の
東
北

部
、
行
政
区
分
で
は
今
治
市
別
名
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
本
遺
跡
は
日
高
丘
陵
南
部

に
位
置
し
、
丘
陵
南
部
に
形
成
さ
れ
た
小

開
析
谷
の
谷
筋
お
よ
び
丘
陵
斜
面
に
立
地

し
て
い
ま
す
。
1
次
調
査
地
は
谷
奥
部
の

西
側
斜
面
に
位
置
し
、
今
治
新
都
市
開
発

に
伴
い
平
成
14
年
度
に
発
掘
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
2
次
調
査
地
は
1

次
調
査
地
の
谷
を
挟
ん
だ
向
か
い
側
・
丘

陵
東
側
斜
面
・
小
開
析
谷
の
谷
筋
を
6
調

査
区
に
設
定
し
て
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

い
ず
れ
の
調
査
区
で
も
1
面
目
は
中
世

後
半（
15
～
16
世
紀
）、
2
面
目
は
古
代

（
7
世
紀
後
半
～
11
世
紀
）と
弥
生
時
代
後

期
の
調
査
を
行
い
、
遺
構
は
竪
穴
建
物
5

棟
・
掘
立
柱
建
物
8
棟
・
柵
列
10
本
・
段

状
遺
構
10
基
・
土
坑
46
基
・
溝
67
条
・
自

然
流
路
4
条
・
小
穴

1132
穴
・
性
格
不
明
遺

構
9
基
を
検
出
し
ま
し
た
。

［
弥
生
時
代
］

　

弥
生
時
代
の
遺
構
は
2
～
4
区
を
中
心

に
拡
が
り
、
主
に
竪
穴
建
物
と
段
状
遺

構
が
あ
り
ま
す
。
段
状
遺
構
は
周
囲
に

周
溝
が
巡
る
も

の
や
、
溝
が
伴

う
も
の
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
段
状
遺

構
は
建
物
や
作

業
場
な
ど
と
し

て
用
い
ら
れ
た

と
推
測
さ
れ
ま

す
。
3
区
で
は

包
含
層
か
ら
弥

生
時
代
後
期
の

土
器
が
多
量
に
出
土
し
ま
し
た
が
、
大
半

は
破
片
で
、
谷
の
上
流
や
周
辺
域
か
ら
の

流
れ
込
み
に
よ
っ
て
二
次
的
に
堆
積
し
た

と
推
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
弥
生
時
代
前

期
末
～
中
期
初
頭
の
土
器
が
少
数
な
が
ら

出
土
し
て
お
り
、
当
該
期
の
遺
構
が
未
検

出
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
周
辺
域
に
集
落
が

展
開
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

［
古
代
］

　

古
代
の
遺
構
は
、
1
・
3
・
5
・
6
区

を
中
心
に
確
認
さ
れ
、
主
に
竪
穴
建
物
や

掘
立
柱
建
物
、
溝
・
自
然
流
路
・
土
器

埋ま
い
の
う納
遺
構
が
展
開
し
て
い
ま
す
。
竪
穴
建

物
は
4
棟
確
認
さ
れ
、
平
面
形
は
隅
丸
方

形
で
す
。
う
ち
2
棟
で
は
、
周
囲
に
周
壁

溝
を
確
認
し
ま
し
た
。
3
区
で
検
出
し
た

8
号
掘
立
柱
建
物
は
1
間
×
2
間
の
側
柱

建
物
で
、
周
辺
の
包
含
層
か
ら
焼
塩
土
器

が
多
数
出
土
し
ま
し
た
。
内
面
に
布
目
痕

を
残
す
も
の
と
布
目
痕
が
み
ら
れ
な
い
も

の
の
2
種
類
が
あ
り
、
今
治
平
野
で
は
こ

れ
ま
で
内
面
に
布
目
痕
を
有
す
る
土
器
の

報
告
が
な
い
た
め
、
他
地
域
と
の
交
流
を

考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
で
す
。

　

1
区
の
北
西
隅
で
検
出
し
た
土
器
埋
納

別
名
端
谷
Ⅰ
遺
跡
　
次

G

・所  在  地

　　今治市別名

・所属時期

　　弥生時代・古代・中世

・調査期間

　　令和4年4月

　　　～令和5年3月

・調査面積

　　7,675 ㎡

・調査原因

　　一般国道 196号

　　　　今治道路建設

　　今治市道別名矢田線

・担  当  者

　　三好裕之　松葉竜司

　　青木聡志　井下涼子

　　岡本真治　古谷里砂子

　　稲田亜希

べつみょうはしだに
いちいせき にじ

「
天
文
拾
五
」
の
紀
年
銘
が

　
　
　墨
書
さ
れ
た
木
の
札
が
出
土

2

G : 別名端谷 I遺跡
H：別名端谷 III 遺跡
 I ：小泉吹谷西遺跡

G H IG H IG H I

小泉吹谷西遺跡
別名端谷Ⅰ遺跡 2次調査

別名端谷Ⅲ遺跡 (R4)
別名端谷Ⅲ遺跡 (R5)
別名藪下遺跡 (R3) A区

A区

B区

C区
D区

E区

1区

2区

3区 4区
5区
6区

別名端谷Ⅱ遺跡

別名端谷Ⅰ遺跡

別名寺谷Ⅰ遺跡別名一本松古墳

別名寺谷Ⅱ遺跡

別名寺谷遺跡

別名成ルノ谷遺跡

1区　土器埋納遺構（36号小穴）　
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遺
構（
36
号
小
穴
）は
、
土
師
質
土
器
甕
の

口
縁
部
に
土
師
質
土
器
杯
を
逆
さ
ま
に
し

て
蓋
に
し
て
い
ま
し
た
。
副
葬
品
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
蔵ぞ
う

骨こ
つ

器き

等
の
可
能

性
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

5
区
の
北
側
中
央
で
は
、
直
径
1.9
ｍ
の

円
形
を
呈
す
る
1
号
井
戸
が
検
出
さ
れ
ま

し
た
。
丸
太
を
く
り
抜
い
た
刳く
り
も
の物
を
水み
ず
だ
め溜

お
よ
び
井い

ど戸
側が
わ

と
し
て
使
用
し
、
そ
の
外

側
に
さ
ら
に
石
積
み
が
巡
る
、
刳
物
と
石

積
み
を
組
み
合
わ
せ
た
井
戸
で
、
こ
の
構

造
は
愛
媛
県
内
で
初
め
て
の
事
例
で
す
。

ま
た
、
こ
の
井
戸
は
廃
絶
時
に
祭
祀
を

行
っ
て
お
り
、
刳
物
の
内
部
か
ら
は
横よ
こ
ぐ
し櫛

や
蓋
と
推
測
さ
れ
る
木
製
品
な
ど
が
出
土

し
て
い
ま
す
。
出
土
土
器
の
年
代
か
ら
、

11
世
紀
ご
ろ
に
廃
絶
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

6
区
の
南
西
側
で
検
出
さ
れ
た
57
号
溝

で
は
、
高こ
う
だ
い台
が
非
常
に
高
い
土
師
質
土
器

椀
、
土
師
質
土
器
杯
や
皿
・
黒
色
土
器
・

移
動
式
カ
マ
ド
な
ど
が
多
数
出
土
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
人
為
的
に
廃
棄
さ
れ
た
状

態
で
出
土
し
、
な
か
に
は
底
部
穿
孔
さ
れ

た
も
の
や
灯
明
皿
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

3
区
の
中
央
に
位
置
す
る
65
～
74
号
溝

は
北
西
か
ら
南
東
方
向
へ
向
か
っ
て
流

れ
、
出
土
土
器
か
ら
9
～
10
世
紀
に
か
け

て
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
溝
で
は
越
え
っ
し
ゅ
う
よ
う
け
い

州
窯
系
青せ
い

磁じ

や
緑
り
ょ
く
ゆ
う釉
陶

器
、
灰か
い
ゆ
う釉
陶
器
が
約
260
点
出
土
し
、
愛
媛

県
内
で
も
有
数
の
出
土
量
を
誇
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
緑
釉
陶
器
は
全
体
の
7
割
近
く

を
占
め
、
内
面
に
陰
刻
花
文
の
文
様
を
も

つ
皿
や
輪
花
椀
、
小
椀
・
耳
皿
な
ど
多
様

な
器
種
・
器
形
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
溝
か
ら
は
風ふ
う

字じ

硯け
ん

や
土
師
質
土
器

の
三
足
盤
な
ど
も
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
遺
物
は
一
般
の
集
落
で
は
あ
ま
り

出
土
せ
ず
、
官か
ん

衙が

関
連
の
遺
跡
で
出
土
す

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
別
名
端
谷
Ⅰ
遺
跡

周
辺
の
遺
跡
で
は
鍛
冶
炉
や
製
鉄
炉
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
調
査
で
は
鍛
冶

炉
な
ど
は
検
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
鉄

滓
な
ど
の
鍛
冶
関
連
遺
物
や
施
釉
陶
器
な

ど
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
官
営
工

房
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
官
衙
関
連
施

設
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ

ま
す
。

［
中
世
］

　

中
世
の
遺
構
は
、
1
・
2
・
4
区
で
は

丘
陵
斜
面
を
削
平
し
て
平
坦
面
を
造
成

し
、
そ
の
平
坦
面
を
中
心
に
掘
立
柱
建
物

や
柵
列
、
小
穴
な
ど
の
遺
構
が
密
に
展
開

し
て
い
ま
す
。一
方
で
3
・
5
・
6
区
で
は
、

近
世
以
降
の
造
成
に
よ
り
中
世
の
遺
構
面

が
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
谷
筋
で
は
当
該
期
に
機
能
し
て
い
た

自
然
流
路
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
区
で
は
造
成
さ
れ
た
平
坦
面
に
掘
立

柱
建
物
3
棟
・
柵
列
4
本
を
検
出
し
ま
し

た
。
4
・
5
号
掘
立
柱
建
物
は
調
査
区
中

央
で
検
出
し
た
3
間
×
4
間
の
総
柱
建
物

で
、
北
西
側
に
は
庇
が
付
帯
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
建
物
を
囲
む
よ
う
に
、
5

号
柵
列
・
6
号
柵
列
を
確
認
し
、
前
者
は

L
字
状
、
後
者
は
コ
の
字
状
に
巡
っ
て
い

ま
す
。
3
号
性
格
不
明
遺
構
か
ら
は
、
天

目
茶
碗
と
銅
製
品

（
蓋
か
？
）が
出
土

し
ま
し
た
。
2
号

自
然
流
路
で
は
、

煮
沸
具
で
あ
る
亀

山
系
瓦
質
土
器

鍋
や
土
師
質
土
器

5 区　1 号井戸　

5 区　1 号井戸 遺物出土状況　5 区　1 号井戸 遺物出土状況　

3 区　65 号溝 緑釉陶器出土状況　

6 区　57 号溝 遺物出土状況　
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鍋
、
貯
蔵
具
で
あ
る
亀
山
系
瓦
質
土
器
甕

な
ど
、
日
常
容
器
が
多
数
廃
棄
さ
れ
て
い

る
状
況
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
鍛

冶
活
動
の
痕
跡
で
あ
る
鉄
滓
も
多
数
出
土

し
、
鍛
冶
炉
な
ど
の
鍛
冶
関
連
遺
構
は
2

号
自
然
流
路
の
西
側
に
展
開
し
て
い
る
こ

と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
2
区
で
確
認
さ
れ

た
遺
構
群
の
時
期
は
中
世
後
半（
15
～
16

世
紀
）で
あ
り
、
遺
構
の
重
複
関
係
や
建

物
な
ど
の
指
向
方
向
か
ら
、
少
な
く
と
も

2
時
期
以
上
に
渡
っ
て
集
落
が
形
成
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
1
区
と

4
区
で
も
造
成
さ
れ
た
平
坦
面
に
掘
立
柱

建
物
や
柵
列
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
遺

構
の
時
期
も
、
出
土
遺
物
か
ら
2
区
で
検

出
さ
れ
た
遺
構
群
と
同
時
期
で
あ
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　

3
・
5
・
6
区
で
検
出
さ
れ
た
3
号
自

然
流
路
は
、
断
面
形
が
U
字
状
も
し
く
は

V
字
状
を
呈
す
る
深
い
流
路
で
、
最
下
層

か
ら
備
前
焼
甕
や
染
付
、
天
目
茶
碗
・
漆

器
椀
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。
16
世
紀
ご

ろ
に
機
能
し
、
近
世
段
階
に
埋
没
し
た
も

の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
5
区
で
は
、「
奉

□
□
大
般
若
経
六
百
巻　

天
文
拾
五
丙
午

歳
月
吉
日（
吉
辰
）」と
墨
書
さ
れ
た
木
の

札
が
出
土
し
ま
し
た
。
天
文
拾
五
年
は
西

暦
1546
年
に
あ
た
り
、
こ
の
年
代
は
2
区
で

検
出
さ
れ
た
大
型

の
総
柱
建
物
群
の

時
期
と
一
致
し
て

い
ま
す
。
木
の
札

の
大
き
さ
や
墨
書

さ
れ
て
い
た
内
容

か
ら
、
経き
ょ
う
び
つ櫃（
お
経

を
納
め
て
お
く
容

器
）に
打
ち
付
け
ら
れ
た
札
の
可
能
性
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
治
平
野
で
は
中
世
後
半
の
集
落
の
発

見
事
例
が
少
な
い
な
か
、
本
遺
跡
で
は
丘

陵
斜
面
を
削
平
し
て
造
成
し
た
平
坦
面
に

集
落
が
営
ま
れ
て
お
り
、
今
治
平
野
の
中

世
社
会
を
考
え
る
上
で
重
要
で
す
。ま
た
、

建
物
の
大
き
さ
や
、
天
目
茶
碗
・
銅
製
品
・

染
付
・
墨
書
さ
れ
た
木
の
札
な
ど
の
出
土

か
ら
、
別
名
端
谷
Ⅰ
遺
跡
に
有
力
者
が
居

住
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
で
き
、
別
名
地

域
の
社
会
を
考
え
る
う
え
で
も
貴
重
な
成

果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
年
度

は
東
側
の
丘
陵
部
を
調
査
す
る
予
定
の
た

め
、
こ
の
地
域
の
歴
史
の
解
明
が
よ
り
期

待
さ
れ
ま
す
。

（
青
木
）

別
名
端
谷
Ⅲ
遺
跡

H

小
泉
吹
谷
西
遺
跡

I

・所  在  地

　　今治市別名・小泉

・所属時期

　　弥生時代・中世・近世

・調査期間

　　令和4年4月

　　　～令和5年3月

・調査面積

　　9,663+[114.4] ㎡

　　　( 別名端谷Ⅲ遺跡 )

　　3673.6 ㎡

　　　( 小泉吹谷西遺跡 )

・調査原因

　　一般国道 196号

　　　　今治道路建設

　　今治市道別名矢田線

・担  当  者

　　三好裕之　松葉竜司

　　青木聡志　井下涼子

　　岡本真治　古谷里砂子

　　稲田亜希

こいずみふきだに
にしいせき

べつみょうはしだに
さんいせき

土
地
に
刻
ま
れ
た

　
　中
世
後
半
以
後
の
開
発
の
歴
史

墨書された木の札（赤外線写真）　墨書された木の札（赤外線写真）　

2区　掘立柱建物・柵列 完掘状況(西より)　

現地説明会 ( 造成された平坦面 )　現地説明会 ( 造成された平坦面 )　



− 17 −発掘調査を実施した遺跡

　

別
名
端
谷
Ⅲ
遺
跡
・
小
泉
吹
谷
西
遺
跡

は
今
治
平
野
の
北
東
部
に
位
置
し
、
現
在

の
行
政
区
分
で
は
今
治
市
別
名
お
よ
び
同

小
泉
１
丁
目
に
所
在
し
ま
す
。
こ
の
遺
跡

は
、
日
高
丘
陵
南
部
の
小
さ
な
開
析
谷
に

面
す
る
尾
根
か
ら
谷
筋
に
か
け
て
立
地

し
、
北
に
向
か
っ
て
大
き
く
傾
斜
す
る
地

形
を
な
し
て
い
ま
す
。
谷
筋
の
出
口
付
近

は
湿
地
状
の
低
地
を
な
し
、
戦
後
に
米
軍

が
撮
影
し
た
空
中
写
真
を
確
認
す
る
と
池

状
の
窪
み
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
近
辺

に
は
近
世
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る

『
越
智
郡
地
図
』（
愛
媛
県
立
図
書
館
蔵
）

に
描
か
れ
た
「
山
田
池
」
の
存
在
も
う
か

が
え
ま
す
。

　

別
名
端
谷
Ⅲ
遺
跡
は
支
尾
根
先
端
、
小

泉
吹
谷
西
遺
跡
は
尾
根
と
接
す
る
谷
筋
と

山
裾
の
開
析
谷
付
近
で
発
掘
調
査
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

　

別
名
端
谷
Ⅲ
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
花か

崗こ
う

岩が
ん

軟
岩
盤
を
確
認
し
ま
し
た
が
、遺
構
・

遺
物
と
も
に
認
め
ら
れ
ず
、
も
と
も
と
の

急
峻
な
尾
根
先
端
の
地
形
が
確
認
さ
れ
る

に
留
ま
り
ま
し
た
。

　

小
泉
吹
谷
西
遺
跡
で
は
、
弥
生
時
代
と

中
世
後
半
以
後
の
遺
構
・
遺
物
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

谷
筋
で
の
調
査
で
は
、
支
尾
根
か
ら
中

央
の
谷
に
向
か
っ
て
の
急
斜
面
で
土
坑
5

基
・
溝
1
条
・
小
穴
10
穴
を
検
出
し
ま
し

た
。
詳
細
な
年
代
は
不
明
で
す
が
、
谷
筋

に
は
粘
土
質
・
シ
ル
ト
質
の
土
壌
や
尾
根

筋
の
表
層
が
滑
り
落
ち
て
二
次
的
に
流
れ

込
ん
だ
砂
礫
土
が
幾
層
に
も
堆
積
し
て
お

り
、
そ
の
中
か
ら
弥
生
時
代
前
期
末
〜
中

期
初
頭
・
後
期
の
弥
生
土
器
片
が
多
く
出

土
し
た
こ
と
か
ら
、
弥
生
時
代
に
伴
う
遺

構
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
谷
筋
南
側
の
尾
根

か
ら
遺
構
が
広
が
り
、
土
器
が
流
れ
込
ん

だ
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

支
尾
根
裾
部
で
は
緩
斜
面
を
人
為
的
に

削
平
し
、
幅
が
狭
い
平
坦
面
を
造
り
出
し

た
痕
跡
を
確
認
し
ま
し
た
。
谷
筋
の
西
側

に
5
面
、東
側
に
2
面
の
平
坦
面
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
標
高
が
高
い
側
に
排
水
の
た
め

の
細
い
溝
10
条
が
伴
っ
て
い
ま
す
。
平
坦

面
を
中
心
に
柵
列
2
本
（
小
穴
11
穴
を
伴

う
）・
土
坑
4
基
・
溝
2
条
・
自
然
流
路

5
条
・
小
穴
9
穴
を
検
出
し
ま
し
た
。
自

然
流
路
や
小
穴
の
中
か
ら
16
世
紀
後
半
か

ら
17
世
紀
の
遺
物
が
出
土
し
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
時
期
に
か
け
て
断
続
的
に
人
為

的
な
営
み
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

山
裾
の
調
査
で
は
、
谷
筋
と
接
続
す
る

よ
う
に
湿
地
状
の
地
形
が
広
が
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
少
な
く
と
も
現
在
の
今

治
南
高
校
果
樹
園
付
近
ま
で
広
が
り
を
も

ち
、
南
北
30
ｍ
・
東
西
27
ｍ
以
上
の
湿
地

状
の
地
形
を
な
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
土
砂
堆
積
は
約
2.3
ｍ
に
及
び
、

青
灰
色
・
緑
灰
色
の
粘
土
・
シ
ル
ト
な
ど

の
粘
性
土
壌
が
厚
く
堆
積
し
て
い
ま
し

た
。
前
述
の
米
軍
撮
影
写
真
の
池
状
の
窪

み
に
該
当
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
ま
す
。

湿
地
状
の
地
形
は
も
と
も
と
は
溜
池
と
考

え
ら
れ
、
山
中
の
谷
筋
で
確
認
さ
れ
て
い

る
植
林
の
た
め
の
造
成
を
含
め
て
、営
農
・

営
林
の
た
め
の
山
林
開
発
が
近
世
以
後
、

遡
っ
て
も
16
世
紀
に
日
高
丘
陵
で
お
こ
な

わ
れ
た
様
子
を
発
掘
調
査
か
ら
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　
（
松
葉
・
三
好
）

別
名
端
谷
Ⅲ
遺
跡

H

小
泉
吹
谷
西
遺
跡

I

・所  在  地

　　今治市別名・小泉

・所属時期

　　弥生時代・中世・近世

・調査期間

　　令和4年4月

　　　～令和5年3月

・調査面積

　　9,663+[114.4] ㎡

　　　( 別名端谷Ⅲ遺跡 )

　　3673.6 ㎡

　　　( 小泉吹谷西遺跡 )

・調査原因

　　一般国道 196号

　　　　今治道路建設

　　今治市道別名矢田線

・担  当  者

　　三好裕之　松葉竜司

　　青木聡志　井下涼子

　　岡本真治　古谷里砂子

　　稲田亜希

こいずみふきだに
にしいせき

べつみょうはしだに
さんいせき

土
地
に
刻
ま
れ
た

　
　中
世
後
半
以
後
の
開
発
の
歴
史

小泉吹谷西遺跡　支尾根裾部の平坦面と溝・柵列（南東より）小泉吹谷西遺跡　D 区　土層断面　
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愛
媛
県
で
は
、
JR
松
山
駅
付
近
連
続
立

体
交
差
事
業
の
一
環
と
し
て
、
都
市
計
画

道
路
事
業「
松
山
駅
西
口
南
江
戸
線
」の
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。発
掘
調
査
は
、

こ
の
一
帯
に
広
が
る　

町
遺
跡
の
記
録
保

存
を
目
的
と
し
て
、
令
和
3
年
度
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。

　

遺
跡
は
松
山
平
野
の
低
地
に
位
置
し
ま

す
。
こ
の
一
帯
は
宮
前
川
の
旧
河
道
と
微

高
地
が
入
り
組
ん
だ
複
雑
な
地
形
で
、
小

高
い
場
所
が
古
墳
時
代
か
ら
中
世
に
か
け

て
生
活
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。

　

今
回
は
、
令
和
3
年
度
調
査
地
の
東
側

に
隣
接
し
、
道
路
な
ど
で
隔
て
ら
れ
た
5

区
画（

D1w
区
・

D2w
区
・
D2e
区
・
E1
区
・
E2
区
）

を
対
象
に
調
査
を
行
い
、
古
墳
時
代
中
期

と
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
遺
構
と
遺

物
を
発
見
し
ま
し
た
。

　

古
墳
時
代
で
は
5
世
紀
後
半
頃
の
集
落

跡
を
、
中
世
で
は
平
安
時
代
末
か
ら
江
戸

時
代
初
頭
頃
ま
で
長
期
間
に
渡
っ
て
続
い

た
集
落
跡
を
検
出
し
ま
し
た
。

　

古
墳
時
代
の
集
落
跡
で
は
7
棟
の
竪

穴
建
物（
住
居
）を
確
認
し
ま
し
た
。
集

落
の
東
側
は
低
湿
地
で
大
雨
の
時
に
は

川
が
流
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

D2w
区
で
発
見
し
た
4
号
竪
穴
建
物

は
、
建
物
の
平
面
形
が
5
ｍ
四
方
の
正

方
形
を
し
て
お
り
、
北
西
壁
の
中
央
に

カ
マ
ド
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
柱
穴
が

4
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
4
本
柱
で
建
物

の
屋
根
を
支
え
る
構
造
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
カ
マ
ド
と
そ
の
周
辺

に
は
土
師
器
の
甕
や
高
杯
、
甑こ
し
きな
ど
が

残
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
建
物
を
廃
屋

に
す
る
際
の
マ
ツ
リ
の
跡
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

集
落
東
側
の
低
湿
地（
E2
区
）の
北
斜

面
に
は
、
須
恵
器
の
高
杯
や
壺
、
土

師
器
の
甕
な
ど
が
た
く
さ
ん
捨
て
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
わ

ざ
と
穴
を
開
け
る
な
ど
し
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
行
為
は
マ

ツ
リ
に
用
い
る
器
物
に
行
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
集
落
の
な
か
で
マ
ツ
リ
が
行
わ

　町
遺
跡
４
次

J

・所  在  地

　　松山市南江戸

・所属時期

　　古墳時代・

　　中世 ( 平安末～近世初頭 )

・調査期間

　　令和4年4月

　　　～令和5年3月

・調査面積

　　3,319 ㎡

・調査原因

　　都市計画道路

　　松山駅西口南江戸線

　　　　　　　建設工事

・担  当  者

　　眞鍋昭文　石貫睦子

つじまちいせき
よじ

往
古
の
村
落
の
光
景

　
　
　〜
中
世
と
古
墳
時
代
の
集
落
の
調
査
〜

16

14

徳
念
寺

JR松山駅

宮

川

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク

り

通

前

南江戸郵便局

山内神社

B1 C1 D1w D1e

C2B2

B1区 C1区 D1w区 D1e区

C2区 D2e区
D2
w
区 E1区 E2区

B2区

令和 3年度調査
令和 4年度調査

100m0

D2w 区　4 号竪穴建物　D2w 区　4 号竪穴建物　

辻町遺跡

辻
町
遺
跡
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れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
マ
ツ

リ
が
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
目
的
で
行
わ

れ
て
い
た
の
か
、
さ
だ
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
地
域
は
宮
前
川
の
氾
濫
に
よ

り
し
ば
し
ば
洪
水
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
る

場
所
で
あ
る
た
め
、
水
に
関
す
る
マ
ツ
リ

が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

一
方
、
中
世
で
は
令
和
3
年
度
の
調

査
で
東
西
に
流
れ
る
川
の
北
側
に
集
落

が
、
南
側
に
墓
地
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
調
査
で

も
川
の
両
岸
で
土
地
の
利
用
の
仕
方
に
同

じ
よ
う
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
集
落
跡
も
墓
地
も
令
和
3
年
度

の
調
査
箇
所
よ
り
さ
ら
に
東
に
展
開
し
て

お
り
、
集
落
は
E1
区
を
中
心
に
東
西
と
北

に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
新
た
に
、
集
落
の
東
側
の
古

墳
時
代
に
低
湿
地
で
あ
っ
た
場
所
に
は
中

世
後
期
に
は
水
田
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
水
田
に
は
人
や
牛
の

足
跡
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
低
湿
地
が
埋
ま
っ
た
土
の
中
か
ら

8
世
紀
か
ら
13
世
紀
頃
の
土
器
が
出
土
し

て
お
り
、
古
墳
時
代
の
集
落
が
途
絶
え
た

後
、長
い
時
間
を
か
け
て
徐
々
に
埋
没
し
、

14
世
紀
頃
か
ら
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

集
落
跡
か
ら
は
数
多
く
の
遺
構
が
検
出

さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、
集
落
の
中
心
部

で
あ
る
E1
区
か
ら
は
、
井
戸
が
5
基
検
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
井
戸
は
い
ず
れ

も
近
接
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
の
3
基

は
互
い
に
重
複
し
て
掘
ら
れ
て
い
ま
す
。

集
落
の
中
心
に
近
い
小
高
い
場
所
か
ら
、

水
を
求
め
て
東
側
の
よ
り
低
い
場
所
へ
井

戸
を
掘
り
直
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

ど
の
井
戸
も
底
の
中
央
に
曲
物
を
据
え

た
水
溜
を
設
け
、
曲
物
の
外
側
に
石
を
並

べ
て
補
強
し
た
り
、
矢
板
を
用
い
て
方
形

の
井
戸
側
を
設
け
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
4
次
調
査
で
古
墳
時
代
の
集
落

も
中
世
の
集
落
も
、
集
落
の
北
を
除
く
三

方
の
範
囲
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

の
集
落
の
構
造
と
居
住
域
を
含
め
た
村
落

の
景
観
を
復
元
で
き
る
貴
重
な
資
料
を
得

ら
れ
た
こ
と
が
、
発
掘
調
査
の
大
き
な
成

果
で
す
。

（
石
貫
睦
子
）

遺跡遠景（東南東より）遺跡遠景（東南東より）　

E1区　重複して掘られた3基の井戸E1区　重複して掘られた3基の井戸　
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一
般
国
道
196
号
今
治
道
路
建
設
工
事
に

伴
い
、
令
和
元
年
度
お
よ
び
令
和
4
年
度

に
発
掘
調
査
を
行
い
、
令
和
4
年
度
に
報

告
書
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

遺
跡
か
ら
は
弥
生
時
代
か
ら
近
世
の
遺

物
が
出
土
し
て
お
り
、
中
世
後
期
の
遺
構

が
中
心
と
な
り
ま
す
。

　

中
世
で
は
掘
立
柱
建
物
1
棟
・
土
坑
3

基
・
溝
4
条
な
ど
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
ら

の
う
ち
34
・
37
号
溝
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

両
者
は
方
形
区
画
溝
で
あ
り
、
西
側
を
中

心
に
旧
河
道
に
侵
食
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
南
側
で
一
部
重
な
り
合
い
な
が
ら
並

走
し
、
古
い
37
号
溝
は
一
辺
20
ｍ
以
上
、

新
し
い
34
号
溝
は
一
辺
50
ｍ
程
度
の
規
模

と
想
定
さ
れ
ま
す
。
溝
の
時
期
は
い
ず
れ

も
15
世
紀
を
中
心
に
機
能
し
た
と
捉
え
ら

れ
ま
す
。
34
号
溝
は
方
半
町
（
約
50
ｍ
）

規
模
の
方
形
区
画
溝
を
伴
う
屋
敷
地
と
み

ら
れ
、
県
内
の
ほ
か
の
事
例
や
出
土
遺
物

よ
り
武
士
居
館
と
推
定
し
ま
し
た
。

　

南
側
に
隣
接
す
る
五
十
嵐
丘
陵
上

に
は
伊
予
国
総
社
と
伝
わ
る
式し
き
な
い
し
ゃ

内
社
・

伊い

か

な

し

加
奈
志
神
社
が
鎮
座
し
て
お
り
、
現
在

の
参
道
入
り
口
に
当
た
る
こ
と
か
ら
関
連

性
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
居
館
と
の
関
係

は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
蒼
社
川
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と

か
ら
河
川
交
通
と
関
連
す
る
性
格
も
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
、
同
下
流
の
周
辺
地
域

に
は
馬う
ま
こ
え越
和わ

た

じ
多
地
遺
跡
の
方
形
区
画
溝
や

鳥と
り
ゅ
う生
屋
敷
な
ど
、
複
数
の
平
地
居
館
が
所

在
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

区
画
溝
の

内
側
に
は
、

検
出
さ
れ
た

小
穴
の
遺
物

な
ど
か
ら
上

位
階
層
と
関
連
し
た
建
物
群
が
建
ち
並
ん

で
い
た
と
想
定
で
き
ま
す
が
、
蒼
社
川
の

氾
濫
に
関
連
す
る
と
推
定
し
た
旧
河
道
に

よ
り
大
部
分
が
流
出
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
大
規
模
な
旧
河
道
の
侵
食
状
況

と
周
辺
地
域
の
調
査
事
例
を
併
せ
て
考
え

る
と
、
五
十
嵐
地
区
周
辺
お
よ
び
下
流
域

に
展
開
し
伊
予
国
府
や
越お

ち智
郡ぐ
う
け家
と
の
関

連
が
想
定
さ
れ
て
い
る
中な
か
で
ら寺
・
八
は
っ
ち
ょ
う町
遺
跡

群
の
遺
構
の
残
存
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
想

定
さ
れ
て
い
た
よ
り
も
河
川
氾
濫
に
よ
る

影
響
が
大
き
く
及
ん
で
い
る
と
想
定
で
き

ま
す
。

（
首
藤
）

五
十
嵐
鼻
遺
跡

 F

伊
予
府
中
に
所
在
し
た

　
　
　
　
　
　世
紀
頃
の
武
士
居
館
か

・所  在  地

　　今治市五十嵐

・所属時期

　　中世

・刊行時期

　　令和5年2月

・調査面積

　　1990.9 ㎡

・調査原因

　　一般国道 196号

　　　　今治道路建設

・報告書担当者

　　首藤久士

いかなしはな
いせき

15

報
告
書
刊
行
に
向
け
て
作
業
中
の
遺
跡

34号溝 完掘状況（南より）34号溝 完掘状況（南より）　

37号溝 遺物出土状況（南西より）37号溝 遺物出土状況（南西より）　

34・37号溝 完掘状況（南西より）34・37号溝 完掘状況（南西より）　
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報
告
書
刊
行
に
向
け
て
作
業
中
の
遺
跡

　

報
告
書
刊
行
に
向
け
て
の
作
業
を
私
た
ち
は「
整
理
作
業
」と

よ
ん
で
い
ま
す
。

　

出
土
遺
物
に
関
し
て
行
う
作
業
は
、
ま
ず
水
洗
い
す
る「
洗

浄
」・
出
土
情
報
を
直
接
書
き
込
む「
注
記
」・
破
片
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
て
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
石
膏
や
樹
脂
で
補
う「
接
合
・
復

元
」・
観
察
を
行
い
図
化
し
て
報
告
書
に
掲
載
で
き
る
よ
う
に
す

る「
実
測
・
ト
レ
ー
ス
」・「
写
真
撮
影
」な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

現
場
か
ら
持
ち
帰
っ
た
遺
構
の
測
量
図
は
全
体
お
よ
び
個
別

の
遺
構
ご
と
に
ト
レ
ー
ス
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
基
礎
的
な
整
理
作
業
を
行
っ
た
の
ち
、
遺
物
・
遺

構
お
よ
び
そ
の
他
の
情
報
を
あ
わ
せ
て
多
元
的
に
分
析
・
検
討

し
な
が
ら
報
告
書
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

整理作業中の遺跡

○	新谷森ノ前遺跡 2 次
		  担当者 :	柴 田 圭 子	 乗 松 真 也
			   土井光一郎	 石 貫 弘 泰
		  	 沖 野　  実	 山 口 莉 歩
		  	 中 野 邦 子	 古谷里砂子

○	新谷古新谷遺跡 2 次
		  担当者 :	松村さを里	 藤 本 清 志
			   西 川 真 美	 土井光一郎
		  	 岡　美奈子	 富山亜紀子

○	北竹ノ下Ⅰ・Ⅱ遺跡　南竹ノ下遺跡
		  担当者 :	池 尻 伸 吾	

コンピュータによる遺構図のトレース作業

遺物の洗浄作業遺物注記作業遺物の接合復元作業（その 1）

遺物の接合復元作業（その 2）遺物の実測作業（その 1）遺物の実測作業（その 2）

遺物情報の確認作業コンピュータによる遺物のトレース作業

遺物の赤外線写真撮影遺物の写真撮影作業編集作業
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「
古
代
い
よ
発
掘
ま
つ

り
」は
、
平
成
24
年
度
よ
り

愛
媛
県
・
松
山
市
連
携
事

業
と
し
て
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

前
期
展「
掘
っ
た
ぞ
な
松

山
」は
、
松
山
市
内
で
前
年

度
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た

遺
跡
の
速
報
展
で
、
愛
媛

県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
松
山
市　

町
遺
跡

の
古
墳
時
代
集
落
と
中
世

の
墓
地
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
松
山
市

立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
古
墳
時

代
の
若
草
町
遺
跡
・
中
世
の
南
江
戸
上
沖

遺
跡
・
近
世
の
松
山
城
三
之
丸
跡
な
ど
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

（
松
村
）

古
代
い
よ
発
掘
ま
つ
り
速
報
展
前
期
展
「
掘
っ
た
ぞ
な
松
山

　
　
　
　

  

」

2
0
2
2

愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
松
山
市
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
共
催

速
報
展
前
期
展「
掘
っ
た
ぞ
な
松
山
2
0
2
2
」

	

開
催
期
間
：
令
和
4
年
7
月
16
日（
土
）〜
8
月
28
日（
土
）

	

開
催
場
所
：
松
山
市
考
古
館

	

見
学
者
数
：
1
1
1
5
名

報
告
会

	

内　
　

容
：　

町
遺
跡
4
次
の
発
掘
調
査
成
果

	

　
　
　
　
　
　

石
貫
睦
子（
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

	

開 

催  

日
：
令
和
4
年
7
月
30
日（
土
）

	

参
加
者
数
：
19
名

contents

Ⅱ 普及活動事業

辻町遺跡

辻
町
遺
跡

辻町遺跡

辻
町
遺
跡
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「
古
代
い
よ
発
掘
ま
つ
り
」
の
後
期
展

「
い
に
し
へ
の
え
ひ
め
」
は
、
松
山
市
以

外
の
県
内
各
地
で
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た

遺
跡
の
速
報
展
で
、
西
条
市
桜
井
遺
跡
の

弥
生
時
代
中
期
の
円
形
周
溝
、
西
条
市
北

竹
ノ
下
I
・
II
遺
跡
の
弥
生
時
代
後
期
の

集
落
や
土
器
棺
墓
、
今
治
市
別
名
藪
下
遺

跡
の
中
世
集
落
の
ほ
か
、
報
告
書
を
刊
行

し
た
新
居
浜
市
中
村
田
所
遺
跡
の
弥
生
時

代
集
落
な
ど
を
紹
介
し
、
講
演
会
と
報
告

会
、
親
子
考
古
学
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

（
松
村
）

古
代
い
よ
発
掘
ま
つ
り
速
報
展
後
期
展
「
い
に
し
へ
の
え
ひ
め

　
　
　
　

  

」

2
0
2
2

愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
松
山
市
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
共
催

速
報
展
後
期
展「
い
に
し
へ
の
え
ひ
め
2
0
2
2
」

	

開
催
期
間
：
令
和
4
年
9
月
3
日（
土
）〜
11
月
6
日（
日
）

	

開
催
場
所
：
松
山
市
考
古
館

	

見
学
者
数
：
1
3
2
2
名

講
演
会

	

内　
　

容
：
文
献
か
ら
み
た
中
世
の
今
治
平
野
に
つ
い
て

	

講 

演  

者
：
山
内 

譲（
伊
予
史
談
会
会
長
）

	

開 

催  

日
：
令
和
4
年
10
月
8
日（
土
）

	

参
加
者
数
：
38
名

報
告
会

	

内　
　

容
：
別
名
藪
下
遺
跡
の
発
掘
調
査
成
果

	

　
　
　
　
　
　

青
木
聡
志（
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

	

　
　
　
　
　

北
竹
ノ
下
I
・
II
遺
跡
・
桜
井
遺
跡
の
発
掘
調
査
成
果

	

　
　
　
　
　
　

池
尻
伸
吾（
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

	

開 

催  

日
：
令
和
4
年
9
月
10
日（
土
）

	

参
加
者
数
：
19
名

親
子
考
古
学
講
座

	

内　
　

容
：
親
子
で
発
掘
調
査
現
場
の
見
学

	

開 

催  

日
：
令
和
4
年
10
月
15
日（
土
）

	

開
催
場
所
：　

町
遺
跡（
松
山
市
南
江
戸
）

	

参
加
者
数
：
親
子
15
名

	
担　
　

当
：
眞
鍋
昭
文
・
石
貫
睦
子
・
松
村
さ
を
里

contents

辻町遺跡

辻
町
遺
跡



− 24 −

　

平
成
19
年
度
よ
り
、
愛
媛
県
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
企
画
展
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

15
回
目
と
な
る
令
和
4
年
度
は
、
伊

予
の
弥
生
集
落
を
テ
ー
マ
に
東
予
・
中

予
・
南
予
の
平
野
部
や
内
陸
・
山
間
部

な
ど
立
地
や
環
境
の
異
な
る
集
落
の
調

査
成
果
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

東
予
で
は
、
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
が
今
治
道
路
関
連
で
発
掘
調
査

を
行
っ
た
今
治
平
野
の
弥
生
集
落
を
中

心
に
、
銅
剣
埋
納
遺
構
や
鍛
冶
炉
、
龍

を
描
い
た
絵
画
土
器
な
ど
を
展
示
し
ま
し

た
。

　

中
予
で
は
、
文
京
遺
跡
の
調
査
成
果
や

北き
た

井い

ど門
遺
跡
の
大
型
器
台
な
ど
祭
祀
土
器

を
取
り
上
げ
、
松
山
平
野
の
大
集
落
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

南
予
で
は
、
宇
和
盆
地
に
広
が
る
弥
生

集
落
の
ほ
か
、
内
陸
の
村
島
宮
の
首
遺
跡

や
興お
き

野の

の々

寺て
ら
や
ま山
遺
跡
な
ど
、
近
年
明
ら
か

に
な
っ
た
平
野
と
は
異
な
る
弥
生
集
落
の

様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。

（
松
村
）

伊
予
の
弥
生
集
落
〜
最
新
の
研
究
成
果
か
ら
そ
の
実
相
に
迫
る
〜

愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
共
催

展
示「
伊
予
の
弥
生
集
落 

　
　
　
　
　
　

〜
最
新
の
研
究
成
果
か
ら
そ
の
実
相
に
迫
る
〜
」

	

　

開
催
期
間
：
令
和
4
年
6
月
4
日（
土
）〜
7
月
10
日（
日
）

	

　

開
催
場
所
：
愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内 

愛
媛
県
人
物
博
物
館

	

　

見
学
者
数
：
7
3
8
名

学
び
舎
え
ひ
め 

歴
史
・
考
古
学
講
座（
愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
）

　

第
1
回「
愛
媛
県
の
弥
生
集
落
研
究
に
つ
い
て
」

	

　

講 

演  

者
：
下
條
信
行（
愛
媛
大
学
名
誉
教
授
）

	

　

開 

催  

日
：
令
和
4
年
6
月
5
日（
日
）

	

　

参
加
者
数
：
49
名

　

第
2
回「
文
京
遺
跡
と
多
様
な
弥
生
文
化
」

	

　

講 

演  

者
：
柴
田
昌
児（
愛
媛
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
長
）

	

　

開 

催  

日
：
令
和
4
年
6
月
12
日（
日
）

	

　

参
加
者
数
：
50
名

　

第
3
回「
石
斧
を
製
作
し
た
集
落
・
村
島
宮
の
首
遺
跡
」

	

　

講 

演  

者
：
岡
崎
壮
一（
大
洲
市
教
育
委
員
会
）

	

　

開 

催  

日
：
令
和
4
年
6
月
26
日（
日
）

	

　

参
加
者
数
：
48
名

contents



− 25 −

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
鍬
の
製
作
工
程
が

わ
か
る
資
料
で
、
鍬
の
素
材
と
な
る
木
製

品
（
ミ
カ
ン
割
材
）・
鍬
の
連
結
未
製
品
・

直
柄
平
鍬
と
い
っ
た
木
製
品
を
中
心
に
展

示
し
ま
し
た
。

　

阿
方
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
晩
期
～
古
墳

時
代
後
期
の
河
川
跡
か
ら
、
建
築
部
材
や

農
耕
具
・
装
身
具
・
祭
祀
具
と
い
っ
た
多

種
多
彩
な
木
製
品
が
出
土
し
て
お
り
、
な

か
で
も
、
漆
塗
り
の
木
製
短た
ん
こ
う甲
は
全
国
的

に
も
珍
し
い
貴
重
な
出
土
例
で
す
。

（
石
貫
弘
泰
）

　

今
年
度
の
発
掘
へ
ん
ろ
展
で
は
、
山

上
・
山
辺
・
里
山
の
遺
跡
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
、
山
と
と
も
に
営
ま
れ
た
古
代

の
人
々
の
生
活
に
関
連
し
た
展
示
を
企

画
し
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
山
辺
の
遺
跡

と
し
て
大お
お

下げ

た田
1
号
窯
跡
（
砥
部
町
）・

新に

や谷
森
ノ
前
遺
跡
（
今
治
市
）、
里
山

の
遺
跡
と
し
て
阿
方
遺
跡
（
今
治
市
）

を
と
り
あ
げ
て
、
各
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
遺
物
の
展
示
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

大
下
田
1
号
窯
跡
は
砥
部
焼
の
窯
跡

で
、「
天
□
辛
卯
□

麻
生
焼
」（
天
保
2

（
西
暦

1831
）
年
）
の

墨
書
が
あ
る
鉢
や
窯

道
具
な
ど
を
展
示
し

ま
し
た
。

　

微
高
地
と
低
地
が

交
互
に
繰
り
返
さ
れ

る
起
伏
に
富
ん
だ
場

所
に
営
ま
れ
て
い
る

新
谷
森
ノ
前
遺
跡
で

は
、
木
製
品
の
製
作

が
行
わ
れ
て
い
た
こ

四
国
の
風
土
と
暮
ら
し

―
 

山
と
人
々 ―

四
国
地
区
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
発
掘
へ
ん
ろ
展
実
行
委
員
会

展
示「
四
国
の
風
土
と
暮
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
山
と
人
々
―
」

 

愛
媛
会
場

	

開
催
期
間
：
令
和
4
年
4
月
29
日（
金
）〜
7
月
10
日（
日
）

	

開
催
場
所
：
松
山
市
考
古
館

	

見
学
者
数
：
2
0
8
0
名

 

高
知
会
場

	

開
催
期
間
：
令
和
4
年
7
月
24
日（
日
）〜
9
月
12
日（
月
）

	

開
催
場
所
：
高
知
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

	

見
学
者
数
：
1
0
6
1
名

 

徳
島
会
場

	

開
催
期
間
：
令
和
5
年
1
月
7
日（
土
）〜
3
月
12
日（
日
）

	

開
催
場
所
：
徳
島
県
立
埋
蔵
文
化
財
総
合
セ
ン
タ
ー

	

見
学
者
数
：
1
1
9
4
名

 

展
示
説
明
会

	

説 

明  

者
：
石
貫
弘
泰（
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

	

　
　
　
　

：
首
藤
久
士（
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

	

開 

催  

日
：
令
和
4
年
6
月
18
日（
土
）

	

開
催
場
所
：
松
山
市
考
古
館

	

参
加
者
数
：
18
名

 

講
演
会「
近
世
の
砥
部
焼
」

	

説 

明  

者
：
石
岡
ひ
と
み（
愛
媛
県
教
育
委
員
会
専
門
学
芸
員
）

	

開 

催  

日
：
令
和
4
年
7
月
9
日（
土
）

	

開
催
場
所
：
松
山
市
考
古
館

	

参
加
者
数
：
21
名

contents
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ミ
ニ
企
画
展	

「
新
居
浜
バ
イ
パ
ス
関
連
遺
跡
群

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
掘
調
査
速
報
展
」

現
地
説
明
会	

「
別
名
端
谷
Ⅰ
遺
跡
2
次
調
査
」（
地
元
住
民
対
象
）

	

「　

町
遺
跡
4
次
調
査
」

	

「
別
名
端
谷
Ⅰ
遺
跡
2
次
調
査
」（
地
元
住
民
対
象
調
査
成
果
説
明
会
）

「
別
名
端
谷
Ⅰ
遺
跡
2
次
調
査
」（
地
元
住
民
対
象
）

	

開 

催  

日
：
令
和
4
年
8
月
6
日（
土
）

	

開
催
場
所
：
今
治
市
別
名

	

参
加
者
数
：
60
名

「　

町
遺
跡
4
次
調
査
」

	

開 

催  

日
：
令
和
3
年
2
月
18
日（
土
）

	

開
催
場
所
：
松
山
市
南
江
戸

	

参
加
者
数
：
1
5
0
名

「
別
名
端
谷
Ⅰ
遺
跡
2
次
調
査
」

　
　
　
　
　
（
地
元
住
民
対
象
調
査
成
果
説
明
会
）

	

開 

催  

日
：
令
和
5
年
3
月
4
日（
土
）

	

開
催
場
所
：
今
治
市
小
泉

	

参
加
者
数
：
80
名

contents

展
示「
新
居
浜
バ
イ
パ
ス
関
連
遺
跡
群　

発
掘
調
査
速
報
展
」

	

開
催
期
間
：
令
和
4
年
4
月
14
日（
木
）〜
令
和
5
年
3
月
17
日（
金
）

	

開
催
場
所
：
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

1
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

	

見
学
者
数
：
1
3
8
名

contents

別名端谷Ⅰ遺跡2次　

町遺跡4次　

辻町遺跡

辻
町
遺
跡

辻町遺跡

辻
町
遺
跡

辻
町
遺
跡

辻町遺跡

辻
町
遺
跡

辻
町
遺
跡
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開 

催  

日
：
令
和
4
年
7
月
7
日（
木
）

	

開
催
場
所
：
桜
井
遺
跡
発
掘
調
査
現
場

	

参
加
者
数
：
3
名（
西
条
市
立
小
松
中
学
校
）

	

担　
　

当
：
増
田
晴
美

	

開 

催  

日
：
令
和
4
年
7
月
7
・
8
日（
木
・
金
）

	

開
催
場
所
：
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

	

参
加
者
数
：
2
名（
松
山
市
立
松
山
南
第
二
中
学
校
）

	

担　
　

当
：
松
村
さ
を
里
・
西
川
真
美
・
富
山
亜
紀
子

	

開 

催  

日
：
令
和
4
年
8
月
25
・
26
日（
木
・
金
）

	

開
催
場
所
：
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

	

参
加
者
数
：
4
名（
松
前
町
立
松
前
中
学
校
）

	

担　
　

当
：
松
村
さ
を
里
・
西
川
真
美
・
富
山
亜
紀
子

	

開 

催  

日
：
令
和
4
年
10
月
24
・
25
日（
月
・
火
）

	

開
催
場
所
：
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

	

参
加
者
数
：
2
名（
伊
予
市
立
港
南
中
学
校
）

	

担　
　

当
：
松
村
さ
を
里
・
西
川
真
美
・
富
山
亜
紀
子

	

開 

催  

日
：
令
和
4
年
11
月
9
・
11
日（
水
・
金
）

	

開
催
場
所
：
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

	

参
加
者
数
：
3
名（
松
山
市
立
松
山
南
中
学
校
）

	

担　
　

当
：
松
村
さ
を
里
・
西
川
真
美
・
富
山
亜
紀
子

info.
「
職
場
体
験
」

別名端谷Ⅰ遺跡2次　別名端谷Ⅰ遺跡2次　

別名端谷Ⅰ遺跡2次　
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1.出版物等への資料提供
提供資料 提供先 掲載物

大久保遺跡:舶載鋳造鉄器 写真1点 (株)新泉社
シリーズ「遺跡を学ぶ」別冊06『ビジュアル
版 弥生時代ガイドブック』(紙版・電子版) 
令和5年3月刊行予定

2.展示等への資料提供
貸出・提供資料 提供先 資料使用目的

大久保遺跡:鋳造鉄器写真1点 公益財団法人 北海道 
埋蔵文化財センター

令和4年度連続講座 春季講演会「弥生文化
とは何か」での広報ポスター・チラシ掲載

湯築城跡:土師質土器皿写真1点 港区立郷土歴史館 令和4年度特別展「"Life with ネコ"展」での
パネル展示および展示図録への掲載

【写真】上分西遺跡乗安地区:九州型石錘出土状況
　久枝II遺跡:小型環状石製品・広口壺(集合)　阿
方遺跡:護岸杭列出土状況・阿方式土器壺　持田町
3丁目遺跡:磨製石器(集合)　北井門遺跡2次調査:大
型器台　祝谷畑中遺跡:大溝完掘状況　大久保遺
跡:舶載鋳造鉄器　若草町遺跡II:遺跡全景 計10点 

【図】持田町3丁目遺跡:墓地の配列1点

吉野ヶ里歴史公園

吉野ヶ里歴史公園特別企画展『よみがえる
邪馬台国』「倭人伝のクニを探るIV -邪馬台
国と有明のクニ-」でのリーフレット、展示
パネル等への掲載

図書蔵書:雑誌『創見』『百錬』各1部 愛媛県歴史文化博物館 令和4年度テーマ展「長井數秋氏と愛媛の
考古学」での展示

新谷森ノ前遺跡2次:出土弥生土器1点 四国中央市 
歴史考古博物館

四国中央市歴史考古博物館での展示、広
報・解説資料および館内利用のための写
真撮影

伊予国分寺跡2・4次:軒丸瓦・軒丸瓦集合写真2点 鈴鹿市考古博物館
令和4年度鈴鹿市考古博物館 伊勢国分寺
跡史跡指定100周年記念 秋季特別展「国分
寺」でのパネル展示および図録掲載

新谷森ノ前遺跡2次:遺物出土状況写真2点 四国中央市 
歴史考古博物館

令和4年度企画展『まじないの道具・いの
りの空間』での展示および解説

宮前川遺跡:庄内甕・庄内傾向甕写真2点 松山市考古館

令和4年度松山市考古館特別展「古墳時代
のヤマト〜奈良県唐古・鍵遺跡から纏向
遺跡へ〜」での展示、展示会に関わる印刷
物(展示解説書)掲載

3.調査研究に関する資料提供
提供資料(目的) 提供先 備考

新谷古新谷遺跡2次:当遺跡出土ガラス小玉101点の蛍光X線分析
データ(日本文化財科学会第39回大会オンラインポスター発表

『新谷古新谷遺跡出土ガラス小玉の自然科学分析』)

若杉勇輝 
(元興寺文化財研究所)

発表日:令和4年9月10日(土)・
11日(日)
共著者:松村さを里

4.資料見学等の受け入れ
見学資料・対象 主体団体・講座など 実施日 人数 実施場所（対応）

センターの施設・作業の
見学

愛媛大学法文学部集中講義 
「博物館資料論」 
(担当:幸泉満夫 准教授)

令和4年12月26日(月) 27名
愛媛県埋蔵文化財センター 
衣山事務所 研修室 
(柴田圭子・土井光一郎)

Ⅲ 

そ
の
他
の
事
業

　愛媛大学法文学部集中講義 「博物館資料論」での施設見学　　「お仕事フェスタ2023」での職業紹介　



− 29 −

5.講演・講座等への職員派遣など
派遣内容 主催 実施場所 実施日 内容・対応職員

ひろしま考古学講座X (公財)広島県教育事業団 
事務局埋蔵文化財調査室 広島県立美術館 令和4年6月4日(土)

「弥生時代の広島県とその
周辺地域における石器の
流通」乗松真也

2022年度熊本城復旧 
シンポジウム 特別編

「被災後追加指定!!特別
史跡熊本城跡千葉城地
区の歴史」

熊本城調査研究センター
熊本市民会館シアーズ

ホーム夢ホール  
大会議室

令和4年6月19日(日)
講演「国史跡湯築城跡の発
掘調査と史跡整備」柴田圭
子

2021年度出雲弥生の森
博物館 冬季企画展 

「弥生墳丘墓に供えられ
た食器」関連講演会

出雲市 出雲弥生の森博物館 令和4年7月2日(土)
「瀬戸内の弥生墓に供えら
れた土器 -伊予(愛媛県)を
中心に-」松村さを里

愛媛新聞カルチャース
クール「楽しく考古学−
入門編−」

愛媛新聞社 愛媛県 
生涯学習センター 令和4年7月9日(土) 『伊予の弥生集落』 展示解

説：松村さを里

令和4年度コミュニティ
カレッジ「愛媛の埋蔵文
化財講座」

愛媛県生涯学習センター 愛媛県 
生涯学習センター

令和4年7月12日(火) 「発掘された中予の中世城
館」首藤久士

令和4年8月30日(火) 「貿易陶磁器からみた伊予
の中世城館」柴田圭子

2022年度　湯築城歴史
塾

道後公園湯築城資料館 
(コンソーシアムGENKI)

子規記念博物館 
4階[講堂]

令和4年8月27日(土) 「松山平野の中世集落 -中
世前期を中心に-」首藤久士

令和4年11月26日(土)「今治平野における中世前
期の集落遺跡」柴田圭子

「世界平和への祈り〜古
代から現代そして未来
へ〜 鈴鹿芳康×今治の
ご縁の仲間たち」 
関連講座

今治市朝倉 
ふるさと美術古墳館

今治市朝倉 
ふるさと美術古墳館 令和4年10月16日(日)

講演「発掘された古墳や集
落・今治の発掘調査につ
いて」松村さを里

福井大学公開講座 福井大学 福井県三方郡美浜町  
興道寺廃寺跡ほか 令和4年10月8日(土)

「国史跡・興道寺廃寺跡を
めぐる-古代地方寺院とそ
の周辺-」松葉竜司

令和4年度  
みはま土曜歴文講座

美浜町教育委員会 
(福井県) 美浜町歴史文化館 令和4年10月22日(土)

「古代若狭の海辺の景観(1)
〜土器製塩から考える〜」
松葉竜司

令和4年度 東予コミュ
ニティカレッジ 

「歴史講座」
愛媛県生涯学習センター 愛媛県総合科学博物館 令和4年10月30日(日)

「国道11号新居浜バイパス
関連発掘調査の最新成果」
首藤久士

令和4年度考古学リレー
講座『発掘 松山の至宝』

公益財団法人 松山市 
文化・スポーツ振興財団 松山市考古館 令和4年11月5日(土) 「松山平野の鉄製農具と農

耕社会の画期」石貫弘泰

西条市考古歴史館 
「考古学講座」 西条市考古歴史館 西条市考古歴史館 令和4年11月13日(日)

「西条市安用北竹ノ下I・II
遺跡の発掘調査成果」 
池尻伸吾

2022年度湯築城資料館
20周年事業 湯築城資料
館ボランティアガイド
養成講座 

「今日からまなぶ湯築城
と河野氏の歴史」

道後公園湯築城資料館 
(コンソーシアムGENKI)

松山市立 
子規記念博物館 令和5年2月19日(日) 第3回「湯築城跡の発掘調

査と成果」柴田圭子

お仕事フェスタ2023 学校法人 河原学園 アイテムえひめ 
大展示場

令和5年3月4日(土)・
5日(日)

職業紹介：首藤久士・山
口莉歩

6.職員の委員等就任状況
職員名 委員名 期間

柴田圭子

松山市文化財保護審議会委員 令和3年4月1日〜令和5年3月31日
今治市文化財保護審議会委員 令和2年11月1日〜令和6年10月31日
砥部町文化財保護審議会委員 令和4年4月1日〜令和5年3月31日

道後公園(史跡湯築城跡)整備検討委員会委員 令和2年9月1日〜目的を達するまで
史跡能島城跡調査・整備検討委員会委員 令和4年4月1日〜令和5年3月31日

松葉竜司 美浜町歴史文化館運営委員(福井県) 令和4年8月19日〜令和6年3月31日
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7.各種団体への職員派遣など
内容(依頼団体) 派遣先 日時 対応

フリーセッション「文京遺跡解明のための諸問題」
ゲストスピーカー (愛媛大学埋蔵文化財調査室) 愛媛大学ミュージアム 令和4年5月2日(月) 松村さを里

史跡湯築城跡遮蔽土塁石積みの境界確認現地調査
(愛媛県中予地方局建設部特定事業課) 道後公園(史跡湯築城跡) 令和4年6月29日(水) 柴田圭子・石貫弘泰・

山口莉歩

地 域 ま る ご と 博 物 館 事 業 に 伴 う 現 地 指 導 
(松野町教育委員会) 松野町埋蔵文化財センター

令和4年7月12日(火)・
11月15日(火)・令和5年

2月15日(水)
柴田圭子

平成29・30年度伊予市内採集遺物についての調査
指導(伊予市教育委員会) (当センター施設で対応) 令和4年7月15日(金)・

10月13日(木) 石貫弘泰・沖野実

道後公園(史跡湯築城跡)デジタルコンテンツ制作
に関する事項(愛媛県土木部都市整備課) 道後公園 令和4年10月14日(金) 柴田圭子

伊 予 国 府 探 索 事 業 に 対 す る 協 力、 助 言 
(今治市教育委員会) 今治市中寺 大町廃寺遺跡 令和4年11月2日(水)・

15日(火) 眞鍋昭文

国指定史跡能島城跡保存整備事業:南部平坦地の
発掘調査に関する事項(今治市教育委員会) 史跡能島城跡 令和5年2月2日(木) 柴田圭子

高 見I遺 跡 出 土 サ ヌ カ イ ト 製 品 の 産 地 分 析 
(奈良県立橿原考古学研究所) 岡山理科大学 令和5年2月9日(木) 沖野実

松山大学経済学部講義「地域史(1)」・「地域史(2)」 
非常勤講師(松山大学) 松山大学 令和4年度通年(前期・

後期):毎週木曜日4限 乗松真也

8.図書資料の収集・登録・貸し出し
　関係団体が発行する報告書・埋蔵文化財関連書籍
等を収集し、登録・保管（令和4年度新規登録図書数：
1,908冊・総登録数：79,750冊）のうえ、大学はじめ
関係者等への貸出を行った。

9.ホームページ・Twitterによる情報発信
　公式ホームページ、および令和3年度より運用を
開始したTwitterアカウントから、業務におけるト
ピックやエピソード、共催展の告知・報告等の情報
発信を行った。　

　図書登録入力作業　
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